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1. はじめに 

患者視点での医療の質を向上させていく上で，医療システムの機能を評価し改善すべく，施設

間の医療の質のばらつきを評価し，それに対処することは重要である．従来，ロジスティック回

帰や階層ベイズモデルによるリスク評価（例えば，[1]）が行われてきたが，連続変数のカテゴリ

化や変数選択等については解析者の判断による部分が大きく，統計手法を用いる余地があると考

えられる．本研究では，医学的な事前情報を与えた LASSO により，効率的かつ解釈可能な変数

選択を行い，サンプル数の多寡に関係なく精度の安定したモデルを検討する． 

2. 事前情報を考慮した LASSO (pLASSO) について 

患者𝑖に対する観測データ(𝐗𝑖 , 𝑌𝑖)に対し，pLASSO[2]を考える．ここで，𝑌𝑖は術後 30 日状態ま

たは退院時転帰が死亡の場合 1，共に Aliveの場合 0の二値変数であり，確率𝑝(𝐗𝑖) = 𝑃(𝑌𝑖 = 1|𝐗𝑖)

のベルヌーイ分布に従うと仮定する．事前情報は，�̂�p = (�̂�1
p
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)
𝑇
と要約することができると仮

定する．大きさ𝑝 + 1のベクトル𝒁𝑖 = (1, 𝑿𝑖)𝑇, 𝜷 = (𝛽0, 𝛽1, … , 𝛽𝑝)
𝑇
を用いると，確率𝑝(𝐗𝑖)を次のよ

うに表現できる． 

𝑝(𝐗𝑖) =
1

1 + exp(−𝜷𝑇𝒁𝑖)
 

さらに，pLASSO の損失関数ℓ(𝜷; 𝑿, 𝒀) = −
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𝑖=1 に対し，

pLASSOの基準関数を次のように定義できる． 
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ここで𝑌�̃� = (𝑌𝑖 + 𝜂𝑌�̂�
p

)/(1 + 𝜂) ，𝜆, 𝜂はチューニングパラメータである．この基準関数を最小化す

るときのパラメータの推定値�̂�を LASSO と同様のアルゴリズムで解くことが可能である．本研

究では，LARSアルゴリズムにより�̂�を算出し，モデルの有効性を検証する． 
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